
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
開
設
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

海外リポート

　
福
岡
銀
行
（
以
下
、
当
行
）
で
は
、
現
在
の
海
外

４
拠
点
（
大
連
、
上
海
、
香
港
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

に
次
ぐ
５
ヵ
所
目
の
海
外
拠
点
と
し
て
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
を
2
0
1
1
年
12
月
20
日
に

開
設
致
し
ま
し
た
。
現
地
に
駐
在
員
事
務
所
を
置
く

邦
銀
の
地
方
銀
行
で
は
８
行
目
、
九
州
の
銀
行
で
は

唯
一
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は
、
現
地
の
ホ
テ
ル
に
て
頭
取
の

谷
、
副
頭
取
の
小
幡
、
常
務
の
福
田
ら
が
出
席
し
、

「
福
岡
銀
行
駐
在
員
事
務
所
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
代
表
と
し

て
、
鈴
木
庸
一
駐
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
使
に
ご
出
席
頂

い
た
他
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
は
も
と
よ
り
日
本
国

内
か
ら
も
当
行
の
お
取
引
様
を
中
心
に
総
勢
1
3
0

名
を
超
え
る
方
々
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。
改
め
ま

し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
で
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
他
、
経
済
発
展
著
し
い
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
ブ
ル
ネ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
北

オ
セ
ア
ニ
ア
等
を
担
当
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
国
や
地
域
に
お
い
て
、
新
た
に
現
地
へ

の
進
出
を
検
討
さ
れ
る
お
客
様
や
、
現
地
で
の
仕

入
・
販
売
先
の
拡
大
を
志
向
さ
れ
る
お
客
様
等
か
ら

の
ご
依
頼
に
基
づ
き
、
必
要
な
情
報
を
調
査
・
収
集

し
、
ご
提
供
し
て
参
り
ま
す
。
ご
相
談
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
近
く
の
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
の
各
銀
行
（
福
岡
銀
行
・
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー

銀
行
・
親
和
銀
行
）
の
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

■ 

は
じ
め
に

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
在
留
日
本
人
登
録
者
数
は
2
万

4,
5
4
8
人
（
外
務
省
「
海
外
在
留
邦
人
数
調
査
統

計
（
平
成
23
年
度
速
報
値
）
」
）
に
上
っ
て
お
り
、

当
地
に
拠
点
を
構
え
て
い
る
日
系
企
業
は
大
小
合
わ

せ
て
1,
0
0
0
社
近
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
九

州
を
本
社
と
す
る
企
業
も
数
十
社
あ
り
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
09
年
が
▲
0
・
8
％
、
10
年

が
14
・
5
％
、
11
年
は
4
・
8
％
程
度
（
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
通
商
産
業
省
速
報
値
）
と
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
力
強
い
成
長
を

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
人
当
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
金
額
で
も
、
10
年
は
4
3,
1
1
7
ド
ル
と
、
日

本
（
4
2,
7
8
3
ド
ル
）
を
追
い
抜
い
て
ア
ジ
ア
の

国
々
で
ト
ッ
プ
の
座
に
躍
り
出
た
他
、
世
界
銀
行
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
レ
ポ
ー
ト
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

09
年
、
10
年
と
２
年
連
続
し
て「
世
界
で
最
も
ビ
ジ
ネ
ス

に
適
し
た
国
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、
海
外
か
ら
多
く

の
人
や
マ
ネ
ー
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
（
表
１
、
２
）
。

　
そ
れ
で
は
、
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
面
積
し

か
な
い
こ
の
都
市
国
家
が
、
な
ぜ
こ
れ
程
ま
で
に
発

展
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
世
界
中
か
ら
多

く
の
企
業
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
視
点

か
ら
考
察
し
て
み
ま
す
。

■ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

①
低
い
法
人
税
率

　
ま
ず
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
魅
力
は
低
い
法
人
税

率
で
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
法
人
税
率
は
最
高
で
17
％
と
、

日
本
（
約
40
％
）
の
半
分
以
下
、
そ
し
て
香
港

（
16
・
5
％
）
と
並
ん
で
世
界
で
も
最
も
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
新
規
事
業
者
や
利
益
の
少

な
い
企
業
、
及
び
政
府
が
認
め
た
業
種
等
に
対
す
る

優
遇
措
置
も
各
種
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
税

率
が
17
％
を
か
な
り
下
回
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
現
地
に
進
出
さ
れ
て
い
る
日
系
企
業
を
は

じ
め
外
国
の
企
業
の
多
く
が
、
こ
の
税
率
の
低
さ
に

魅
力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

②
外
国
資
本
に
対
す
る
規
制
の
少
な
さ

　
次
に
、
外
国
資
本
に
対
し
て
の
規
制
が
少
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
知
識
集
約
型
経
済
構
造
の
確
立
」
を
目
指
す
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
外
国
資
本
に
よ
る
先
端
技
術

部
門
や
高
付
加
価
値
産
業
部
門
、
研
究
開
発
部
門
、

そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
機
能
の
強
化
に
役
立
つ
サ
ー

ビ
ス
部
門
等
へ
の
投
資
を
奨
励
し
て
お
り
、
投
資
に

関
す
る
優
遇
策
に
つ
い
て
外
国
資
本
と
国
内
資
本
と

の
間
に
差
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
外
国
資
本
に
よ
る
事
業
参

入
に
関
し
て
も
、
国
家
の
安
全
保
障

に
係
わ
る
公
益
事
業
や
メ
デ
ィ
ア
関

係
等
と
い
っ
た
一
部
の
分
野
を
除
い

て
自
由
化
さ
れ
て
お
り
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
は
諸
外
国
に
比
べ
る
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て

の
障
壁
が
か
な
り
低
い
と
い
う
こ
と

が
言
え
ま
す
。

③
英
語
圏
と
高
い
教
育
水
準

　
三
つ
目
の
魅
力
と
し
て
、
英
語
を

話
す
国
民
が
多
い
こ
と
と
教
育
水
準
の
高
さ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語
は
、
英
語
、
中
国
語

（
北
京
語
）
、
マ
レ
ー
語
、
タ
ミ
ル
語
の
４
言
語
で

す
が
、
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
全
て
の

公
立
校
で
英
語
で
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
歴
社
会
が
浸
透
し
て
い
る
為
、
国
民
の
教
育

水
準
も
総
じ
て
高
く
、
国
民
の
多
く
が
英
語
を
話
す

こ
と
が
出
来
る
他
、
２
ヵ
国
語
以
上
話
す
こ
と
が
出

来
る
国
民
も
多
い
こ
と
か
ら
、
外
国
企
業
の
社
員
と

の
意
思
疎
通
が
円
滑
に
図
り
や
す
い
こ
と
も
、
外
国

企
業
の
進
出
を
促
進
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

④
治
安
の
良
さ

　
四
つ
目
の
魅
力
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
治
安

の
良
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
国
は
、
法
を
犯
し
た
際
に
高
い
罰
金
を
科
せ

ら
れ
る
他
、
鞭
打
ち
の
刑
と
い
っ
た
厳
し
い
罰
則
が

存
在
す
る
国
と
し
て
も
有
名
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
治

安
が
非
常
に
良
く
、
外
国
企
業
の
駐
在
員
や
そ
の
家

族
に
と
っ
て
快
適
な
生
活
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
、
夜
遅
く
に
仕
事
帰
り
の
女
性
が
一
人
で

歩
い
て
帰
宅
し
て
い
る
光
景
も
目
に
し
ま
す
。

⑤
良
好
な
地
理
的
条
件
と
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ

　
五
つ
目
の
魅
力
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
良
好
な
地

理
条
件
と
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
は
５
百
万
人
余
り
の
為
、

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
自
体
は
非
常
に
小
さ
い
と
言
え
ま

す
が
、
地
理
的
に
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、
人
口
２
億
人
を
超
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
は
じ
め
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
や
、
イ
ン
ド
や

中
国
と
い
っ
た
成
長
を
続
け
て
い
る
国
々
と
距
離
的
に

近
い
こ
と
も
、
こ
の
国
の
優
位
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
資
本
に
よ
る
投
資
を
奨
励
し
て
い
る

政
府
は
、
前
述
し
た
税
制
面
を
中
心
と
す
る
各
種
優

遇
措
置
に
加
え
て
、
イ
ン
フ
ラ
面
の
整
備
に
も
注
力

し
て
い
ま
す
。

　
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

安
定
供
給
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
道
路
や
空
港
・
港

湾
、
物
流
施
設
等
に
つ
い
て
も
、
国
際
的
な
競
争
力

を
高
め
る
べ
く
生
産
性
・
効
率
性
を
考
慮
し
た
整
備

が
な
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
と
し
て
有
名
な
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
航
空
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
中
の
航
空
機
が

24
時
間
体
制
で
離
発
着
を
繰
り
返
し
て
い
な
が
ら

も
、
81
年
の
開
港
以
来
、
国
際
定
期
航
空
操
縦
士
協

会
連
合
会
（
I
F
A
L
P
A
）
よ
り
「
欠
陥
ゼ
ロ
」

の
格
付
け
を
受
け
続
け
て
い
る
他
、
航
空
業
界
の
賞

も
多
数
授
与
さ
れ
る
等
、
安
全
面
で
世
界
で
も
最
高

ク
ラ
ス
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
物
流
施
設
も
十
分
な
処
理
能
力
を

備
え
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
港
湾
施
設
に
つ
い
て
も
、
も
と
も
と
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
る
海
上
交
易
で
栄
え
て
き
た
国
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
ン
テ
ナ
エ
リ
ア
等
を
含
め

て
施
設
が
大
変
充
実
し
て
お
り
、
世
界
を
結
ぶ
ハ
ブ

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
そ
の
他

　
以
上
の
項
目
の
他
に
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
保
有
し
て
い
る
資
産
の
価
格
上
昇
に
よ
り

発
生
す
る
売
買
差
益
（
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
）
が
非

課
税
と
い
う
点
で
す
。
こ
れ
は
、
企
業
の
海
外
進
出

先
の
検
討
に
際
し
、
事
業
再
編
等
で
撤
退
す
る
ケ
ー

ス
ま
で
考
慮
し
た
場
合
、
撤
退
の
際
に
売
却
す
る
資

産
の
売
却
益
が
非
課
税
と
な
っ
て
、
そ
の
分
撤
退
コ

ス
ト
が
少
額
で
済
む
こ
と
は
、
進
出
先
を
選
択
す
る

上
で
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
得
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
も
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
は
最
低
賃
金
を
定
め
た
法
令
が
存
在
し

な
い
為
、
賃
金
の
決
定
は
全
面
的
に
労
使
間
で
の
契

約
に
従
っ
て
お
り
、
使
用
者
側
に
と
っ
て
極
め
て
有

利
な
制
度
設
計
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
魅
力
に
つ
い
て
触
れ

て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
都
市
国
家
で
あ
る
が
故
に

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
さ
い
こ
と
や
、
人
件
費
及
び

不
動
産
賃
貸
料
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も
突
出

し
て
高
い
こ
と
は
考
慮
す
べ
き
点
で
す
。

　
従
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

を
考
え
る
場
合
に
は
、
国
に
よ
る
市
場
の
大
き
さ
、

宗
教
、
地
理
的
要
因
の
違
い
は
も
と
よ
り
、
税
制
や

法
律
、
人
件
費
等
の
各
種
要
因
を
比
較
分
析
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
目
的
と
優
先
順
位
、
そ
の
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
良
く
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
日
本
が
今
後
、
一
層
の
経
済
発
展
を
遂
げ
る
為
に

は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
現
実
を
真
正
面
か

ら
受
け
止
め
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
蓄
積
し
て
き
た

貴
重
な
リ
ソ
ー
ス
を
基
に
、
そ
の
可
能
性
を
活
か
す
こ

と
が
出
来
る
市
場
を
、
国
内
外
を
問
わ
ず
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
為
に
は
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
選
択
肢
を

排
除
せ
ず
、
様
々
な
観
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。（

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　
酒
口
　
昇
）

海外リポート シンガポール駐在員事務所開設とシンガポールでのビジネスの魅力

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所

の
開
設

1

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

2
最
後
に

3

表１　アジアの主要国・地域の対内直接投資
　　　〈国際収支ベース、ネット、フロー〉

表2　シンガポールの人口と外国人数（非永住者）の推移

出所：JETRO

出所：The Singapore Department of Statistics

（単位：百万ドル）

（単位：人、％）

ASEAN5

インド
中国
台湾
日本

タイ
マレーシア
インドネシア
フィリピン
シンガポール

1970年
1980年
1990年
2000年
2011年

2,074,500
2,413,900
3,047,100
4,027,900
5,183,700

28,524

2009年

総人口 うち、非永住外国人 左記、比率

4,976
1,430
4,877
1,963
15,279

35,649
114,215
2,805
11,839

69,078

2010年 伸び率
ASEAN5
内シェア

（2010年）

6,320
9,103
13,304
1,713
38,638

24,640
185,081
2,492

▲1,359

142％
27％
537％
173％
▲13％
153％

▲31％
62％
▲11％
▲111％

100％
9％
13％
19％
2％
56％

60,900
131,800
311,800
754,500
1,394,400

2.9
5.5
10.2
18.7
26.9

福岡銀行シンガポール駐在員事務所が入居するOne George Street
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
開
設
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

海外リポート

　
福
岡
銀
行
（
以
下
、
当
行
）
で
は
、
現
在
の
海
外

４
拠
点
（
大
連
、
上
海
、
香
港
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

に
次
ぐ
５
ヵ
所
目
の
海
外
拠
点
と
し
て
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
を
2
0
1
1
年
12
月
20
日
に

開
設
致
し
ま
し
た
。
現
地
に
駐
在
員
事
務
所
を
置
く

邦
銀
の
地
方
銀
行
で
は
８
行
目
、
九
州
の
銀
行
で
は

唯
一
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は
、
現
地
の
ホ
テ
ル
に
て
頭
取
の

谷
、
副
頭
取
の
小
幡
、
常
務
の
福
田
ら
が
出
席
し
、

「
福
岡
銀
行
駐
在
員
事
務
所
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
代
表
と
し

て
、
鈴
木
庸
一
駐
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
使
に
ご
出
席
頂

い
た
他
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
は
も
と
よ
り
日
本
国

内
か
ら
も
当
行
の
お
取
引
様
を
中
心
に
総
勢
1
3
0

名
を
超
え
る
方
々
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。
改
め
ま

し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
で
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
他
、
経
済
発
展
著
し
い
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
ブ
ル
ネ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
北

オ
セ
ア
ニ
ア
等
を
担
当
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
国
や
地
域
に
お
い
て
、
新
た
に
現
地
へ

の
進
出
を
検
討
さ
れ
る
お
客
様
や
、
現
地
で
の
仕

入
・
販
売
先
の
拡
大
を
志
向
さ
れ
る
お
客
様
等
か
ら

の
ご
依
頼
に
基
づ
き
、
必
要
な
情
報
を
調
査
・
収
集

し
、
ご
提
供
し
て
参
り
ま
す
。
ご
相
談
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
近
く
の
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
の
各
銀
行
（
福
岡
銀
行
・
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー

銀
行
・
親
和
銀
行
）
の
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

■ 

は
じ
め
に

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
在
留
日
本
人
登
録
者
数
は
2
万

4,
5
4
8
人
（
外
務
省
「
海
外
在
留
邦
人
数
調
査
統

計
（
平
成
23
年
度
速
報
値
）
」
）
に
上
っ
て
お
り
、

当
地
に
拠
点
を
構
え
て
い
る
日
系
企
業
は
大
小
合
わ

せ
て
1,
0
0
0
社
近
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
九

州
を
本
社
と
す
る
企
業
も
数
十
社
あ
り
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
09
年
が
▲
0
・
8
％
、
10
年

が
14
・
5
％
、
11
年
は
4
・
8
％
程
度
（
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
通
商
産
業
省
速
報
値
）
と
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
力
強
い
成
長
を

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
人
当
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
金
額
で
も
、
10
年
は
4
3,
1
1
7
ド
ル
と
、
日

本
（
4
2,
7
8
3
ド
ル
）
を
追
い
抜
い
て
ア
ジ
ア
の

国
々
で
ト
ッ
プ
の
座
に
躍
り
出
た
他
、
世
界
銀
行
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
レ
ポ
ー
ト
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

09
年
、
10
年
と
２
年
連
続
し
て「
世
界
で
最
も
ビ
ジ
ネ
ス

に
適
し
た
国
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、
海
外
か
ら
多
く

の
人
や
マ
ネ
ー
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
（
表
１
、
２
）
。

　
そ
れ
で
は
、
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
面
積
し

か
な
い
こ
の
都
市
国
家
が
、
な
ぜ
こ
れ
程
ま
で
に
発

展
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
世
界
中
か
ら
多

く
の
企
業
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
視
点

か
ら
考
察
し
て
み
ま
す
。

■ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

①
低
い
法
人
税
率

　
ま
ず
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
魅
力
は
低
い
法
人
税

率
で
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
法
人
税
率
は
最
高
で
17
％
と
、

日
本
（
約
40
％
）
の
半
分
以
下
、
そ
し
て
香
港

（
16
・
5
％
）
と
並
ん
で
世
界
で
も
最
も
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
新
規
事
業
者
や
利
益
の
少

な
い
企
業
、
及
び
政
府
が
認
め
た
業
種
等
に
対
す
る

優
遇
措
置
も
各
種
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
税

率
が
17
％
を
か
な
り
下
回
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
現
地
に
進
出
さ
れ
て
い
る
日
系
企
業
を
は

じ
め
外
国
の
企
業
の
多
く
が
、
こ
の
税
率
の
低
さ
に

魅
力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

②
外
国
資
本
に
対
す
る
規
制
の
少
な
さ

　
次
に
、
外
国
資
本
に
対
し
て
の
規
制
が
少
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
知
識
集
約
型
経
済
構
造
の
確
立
」
を
目
指
す
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
外
国
資
本
に
よ
る
先
端
技
術

部
門
や
高
付
加
価
値
産
業
部
門
、
研
究
開
発
部
門
、

そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
機
能
の
強
化
に
役
立
つ
サ
ー

ビ
ス
部
門
等
へ
の
投
資
を
奨
励
し
て
お
り
、
投
資
に

関
す
る
優
遇
策
に
つ
い
て
外
国
資
本
と
国
内
資
本
と

の
間
に
差
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
外
国
資
本
に
よ
る
事
業
参

入
に
関
し
て
も
、
国
家
の
安
全
保
障

に
係
わ
る
公
益
事
業
や
メ
デ
ィ
ア
関

係
等
と
い
っ
た
一
部
の
分
野
を
除
い

て
自
由
化
さ
れ
て
お
り
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
は
諸
外
国
に
比
べ
る
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て

の
障
壁
が
か
な
り
低
い
と
い
う
こ
と

が
言
え
ま
す
。

③
英
語
圏
と
高
い
教
育
水
準

　
三
つ
目
の
魅
力
と
し
て
、
英
語
を

話
す
国
民
が
多
い
こ
と
と
教
育
水
準
の
高
さ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語
は
、
英
語
、
中
国
語

（
北
京
語
）
、
マ
レ
ー
語
、
タ
ミ
ル
語
の
４
言
語
で

す
が
、
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
全
て
の

公
立
校
で
英
語
で
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
歴
社
会
が
浸
透
し
て
い
る
為
、
国
民
の
教
育

水
準
も
総
じ
て
高
く
、
国
民
の
多
く
が
英
語
を
話
す

こ
と
が
出
来
る
他
、
２
ヵ
国
語
以
上
話
す
こ
と
が
出

来
る
国
民
も
多
い
こ
と
か
ら
、
外
国
企
業
の
社
員
と

の
意
思
疎
通
が
円
滑
に
図
り
や
す
い
こ
と
も
、
外
国

企
業
の
進
出
を
促
進
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

④
治
安
の
良
さ

　
四
つ
目
の
魅
力
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
治
安

の
良
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
国
は
、
法
を
犯
し
た
際
に
高
い
罰
金
を
科
せ

ら
れ
る
他
、
鞭
打
ち
の
刑
と
い
っ
た
厳
し
い
罰
則
が

存
在
す
る
国
と
し
て
も
有
名
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
治

安
が
非
常
に
良
く
、
外
国
企
業
の
駐
在
員
や
そ
の
家

族
に
と
っ
て
快
適
な
生
活
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
、
夜
遅
く
に
仕
事
帰
り
の
女
性
が
一
人
で

歩
い
て
帰
宅
し
て
い
る
光
景
も
目
に
し
ま
す
。

⑤
良
好
な
地
理
的
条
件
と
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ

　
五
つ
目
の
魅
力
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
良
好
な
地

理
条
件
と
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
は
５
百
万
人
余
り
の
為
、

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
自
体
は
非
常
に
小
さ
い
と
言
え
ま

す
が
、
地
理
的
に
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、
人
口
２
億
人
を
超
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
は
じ
め
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
や
、
イ
ン
ド
や

中
国
と
い
っ
た
成
長
を
続
け
て
い
る
国
々
と
距
離
的
に

近
い
こ
と
も
、
こ
の
国
の
優
位
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
資
本
に
よ
る
投
資
を
奨
励
し
て
い
る

政
府
は
、
前
述
し
た
税
制
面
を
中
心
と
す
る
各
種
優

遇
措
置
に
加
え
て
、
イ
ン
フ
ラ
面
の
整
備
に
も
注
力

し
て
い
ま
す
。

　
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

安
定
供
給
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
道
路
や
空
港
・
港

湾
、
物
流
施
設
等
に
つ
い
て
も
、
国
際
的
な
競
争
力

を
高
め
る
べ
く
生
産
性
・
効
率
性
を
考
慮
し
た
整
備

が
な
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
と
し
て
有
名
な
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
航
空
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
中
の
航
空
機
が

24
時
間
体
制
で
離
発
着
を
繰
り
返
し
て
い
な
が
ら

も
、
81
年
の
開
港
以
来
、
国
際
定
期
航
空
操
縦
士
協

会
連
合
会
（
I
F
A
L
P
A
）
よ
り
「
欠
陥
ゼ
ロ
」

の
格
付
け
を
受
け
続
け
て
い
る
他
、
航
空
業
界
の
賞

も
多
数
授
与
さ
れ
る
等
、
安
全
面
で
世
界
で
も
最
高

ク
ラ
ス
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
物
流
施
設
も
十
分
な
処
理
能
力
を

備
え
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
港
湾
施
設
に
つ
い
て
も
、
も
と
も
と
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
る
海
上
交
易
で
栄
え
て
き
た
国
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
ン
テ
ナ
エ
リ
ア
等
を
含
め

て
施
設
が
大
変
充
実
し
て
お
り
、
世
界
を
結
ぶ
ハ
ブ

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
そ
の
他

　
以
上
の
項
目
の
他
に
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
保
有
し
て
い
る
資
産
の
価
格
上
昇
に
よ
り

発
生
す
る
売
買
差
益
（
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
）
が
非

課
税
と
い
う
点
で
す
。
こ
れ
は
、
企
業
の
海
外
進
出

先
の
検
討
に
際
し
、
事
業
再
編
等
で
撤
退
す
る
ケ
ー

ス
ま
で
考
慮
し
た
場
合
、
撤
退
の
際
に
売
却
す
る
資

産
の
売
却
益
が
非
課
税
と
な
っ
て
、
そ
の
分
撤
退
コ

ス
ト
が
少
額
で
済
む
こ
と
は
、
進
出
先
を
選
択
す
る

上
で
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
得
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
も
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
は
最
低
賃
金
を
定
め
た
法
令
が
存
在
し

な
い
為
、
賃
金
の
決
定
は
全
面
的
に
労
使
間
で
の
契

約
に
従
っ
て
お
り
、
使
用
者
側
に
と
っ
て
極
め
て
有

利
な
制
度
設
計
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
魅
力
に
つ
い
て
触
れ

て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
都
市
国
家
で
あ
る
が
故
に

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
さ
い
こ
と
や
、
人
件
費
及
び

不
動
産
賃
貸
料
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も
突
出

し
て
高
い
こ
と
は
考
慮
す
べ
き
点
で
す
。

　
従
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

を
考
え
る
場
合
に
は
、
国
に
よ
る
市
場
の
大
き
さ
、

宗
教
、
地
理
的
要
因
の
違
い
は
も
と
よ
り
、
税
制
や

法
律
、
人
件
費
等
の
各
種
要
因
を
比
較
分
析
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
目
的
と
優
先
順
位
、
そ
の
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
良
く
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
日
本
が
今
後
、
一
層
の
経
済
発
展
を
遂
げ
る
為
に

は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
現
実
を
真
正
面
か

ら
受
け
止
め
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
蓄
積
し
て
き
た

貴
重
な
リ
ソ
ー
ス
を
基
に
、
そ
の
可
能
性
を
活
か
す
こ

と
が
出
来
る
市
場
を
、
国
内
外
を
問
わ
ず
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
為
に
は
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
選
択
肢
を

排
除
せ
ず
、
様
々
な
観
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。（

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　
酒
口
　
昇
）

海外リポート シンガポール駐在員事務所開設とシンガポールでのビジネスの魅力

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所

の
開
設

1

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

2
最
後
に

3

表１　アジアの主要国・地域の対内直接投資
　　　〈国際収支ベース、ネット、フロー〉

表2　シンガポールの人口と外国人数（非永住者）の推移

出所：JETRO

出所：The Singapore Department of Statistics

（単位：百万ドル）

（単位：人、％）

ASEAN5

インド
中国
台湾
日本

タイ
マレーシア
インドネシア
フィリピン
シンガポール

1970年
1980年
1990年
2000年
2011年

2,074,500
2,413,900
3,047,100
4,027,900
5,183,700

28,524

2009年

総人口 うち、非永住外国人 左記、比率

4,976
1,430
4,877
1,963
15,279

35,649
114,215
2,805
11,839

69,078

2010年 伸び率
ASEAN5
内シェア

（2010年）

6,320
9,103
13,304
1,713
38,638

24,640
185,081
2,492

▲1,359

142％
27％
537％
173％
▲13％
153％

▲31％
62％
▲11％
▲111％

100％
9％
13％
19％
2％
56％

60,900
131,800
311,800
754,500
1,394,400

2.9
5.5
10.2
18.7
26.9

福岡銀行シンガポール駐在員事務所が入居するOne George Street

20FFG MONTHLY SURVEY Vol.46



シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
開
設
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

海外リポート

　
福
岡
銀
行
（
以
下
、
当
行
）
で
は
、
現
在
の
海
外

４
拠
点
（
大
連
、
上
海
、
香
港
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

に
次
ぐ
５
ヵ
所
目
の
海
外
拠
点
と
し
て
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
を
2
0
1
1
年
12
月
20
日
に

開
設
致
し
ま
し
た
。
現
地
に
駐
在
員
事
務
所
を
置
く

邦
銀
の
地
方
銀
行
で
は
８
行
目
、
九
州
の
銀
行
で
は

唯
一
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は
、
現
地
の
ホ
テ
ル
に
て
頭
取
の

谷
、
副
頭
取
の
小
幡
、
常
務
の
福
田
ら
が
出
席
し
、

「
福
岡
銀
行
駐
在
員
事
務
所
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
代
表
と
し

て
、
鈴
木
庸
一
駐
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
使
に
ご
出
席
頂

い
た
他
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
は
も
と
よ
り
日
本
国

内
か
ら
も
当
行
の
お
取
引
様
を
中
心
に
総
勢
1
3
0

名
を
超
え
る
方
々
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。
改
め
ま

し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
で
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
他
、
経
済
発
展
著
し
い
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
ブ
ル
ネ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
北

オ
セ
ア
ニ
ア
等
を
担
当
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
国
や
地
域
に
お
い
て
、
新
た
に
現
地
へ

の
進
出
を
検
討
さ
れ
る
お
客
様
や
、
現
地
で
の
仕

入
・
販
売
先
の
拡
大
を
志
向
さ
れ
る
お
客
様
等
か
ら

の
ご
依
頼
に
基
づ
き
、
必
要
な
情
報
を
調
査
・
収
集

し
、
ご
提
供
し
て
参
り
ま
す
。
ご
相
談
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
近
く
の
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
の
各
銀
行
（
福
岡
銀
行
・
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー

銀
行
・
親
和
銀
行
）
の
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

■ 

は
じ
め
に

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
在
留
日
本
人
登
録
者
数
は
2
万

4,
5
4
8
人
（
外
務
省
「
海
外
在
留
邦
人
数
調
査
統

計
（
平
成
23
年
度
速
報
値
）
」
）
に
上
っ
て
お
り
、

当
地
に
拠
点
を
構
え
て
い
る
日
系
企
業
は
大
小
合
わ

せ
て
1,
0
0
0
社
近
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
九

州
を
本
社
と
す
る
企
業
も
数
十
社
あ
り
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
09
年
が
▲
0
・
8
％
、
10
年

が
14
・
5
％
、
11
年
は
4
・
8
％
程
度
（
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
通
商
産
業
省
速
報
値
）
と
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
力
強
い
成
長
を

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
人
当
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
金
額
で
も
、
10
年
は
4
3,
1
1
7
ド
ル
と
、
日

本
（
4
2,
7
8
3
ド
ル
）
を
追
い
抜
い
て
ア
ジ
ア
の

国
々
で
ト
ッ
プ
の
座
に
躍
り
出
た
他
、
世
界
銀
行
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
レ
ポ
ー
ト
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

09
年
、
10
年
と
２
年
連
続
し
て「
世
界
で
最
も
ビ
ジ
ネ
ス

に
適
し
た
国
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、
海
外
か
ら
多
く

の
人
や
マ
ネ
ー
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
（
表
１
、
２
）
。

　
そ
れ
で
は
、
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
面
積
し

か
な
い
こ
の
都
市
国
家
が
、
な
ぜ
こ
れ
程
ま
で
に
発

展
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
世
界
中
か
ら
多

く
の
企
業
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
視
点

か
ら
考
察
し
て
み
ま
す
。

■ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

①
低
い
法
人
税
率

　
ま
ず
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
魅
力
は
低
い
法
人
税

率
で
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
法
人
税
率
は
最
高
で
17
％
と
、

日
本
（
約
40
％
）
の
半
分
以
下
、
そ
し
て
香
港

（
16
・
5
％
）
と
並
ん
で
世
界
で
も
最
も
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
新
規
事
業
者
や
利
益
の
少

な
い
企
業
、
及
び
政
府
が
認
め
た
業
種
等
に
対
す
る

優
遇
措
置
も
各
種
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
税

率
が
17
％
を
か
な
り
下
回
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
現
地
に
進
出
さ
れ
て
い
る
日
系
企
業
を
は

じ
め
外
国
の
企
業
の
多
く
が
、
こ
の
税
率
の
低
さ
に

魅
力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

②
外
国
資
本
に
対
す
る
規
制
の
少
な
さ

　
次
に
、
外
国
資
本
に
対
し
て
の
規
制
が
少
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
知
識
集
約
型
経
済
構
造
の
確
立
」
を
目
指
す
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
外
国
資
本
に
よ
る
先
端
技
術

部
門
や
高
付
加
価
値
産
業
部
門
、
研
究
開
発
部
門
、

そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
機
能
の
強
化
に
役
立
つ
サ
ー

ビ
ス
部
門
等
へ
の
投
資
を
奨
励
し
て
お
り
、
投
資
に

関
す
る
優
遇
策
に
つ
い
て
外
国
資
本
と
国
内
資
本
と

の
間
に
差
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
外
国
資
本
に
よ
る
事
業
参

入
に
関
し
て
も
、
国
家
の
安
全
保
障

に
係
わ
る
公
益
事
業
や
メ
デ
ィ
ア
関

係
等
と
い
っ
た
一
部
の
分
野
を
除
い

て
自
由
化
さ
れ
て
お
り
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
は
諸
外
国
に
比
べ
る
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て

の
障
壁
が
か
な
り
低
い
と
い
う
こ
と

が
言
え
ま
す
。

③
英
語
圏
と
高
い
教
育
水
準

　
三
つ
目
の
魅
力
と
し
て
、
英
語
を

話
す
国
民
が
多
い
こ
と
と
教
育
水
準
の
高
さ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語
は
、
英
語
、
中
国
語

（
北
京
語
）
、
マ
レ
ー
語
、
タ
ミ
ル
語
の
４
言
語
で

す
が
、
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
全
て
の

公
立
校
で
英
語
で
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
歴
社
会
が
浸
透
し
て
い
る
為
、
国
民
の
教
育

水
準
も
総
じ
て
高
く
、
国
民
の
多
く
が
英
語
を
話
す

こ
と
が
出
来
る
他
、
２
ヵ
国
語
以
上
話
す
こ
と
が
出

来
る
国
民
も
多
い
こ
と
か
ら
、
外
国
企
業
の
社
員
と

の
意
思
疎
通
が
円
滑
に
図
り
や
す
い
こ
と
も
、
外
国

企
業
の
進
出
を
促
進
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

④
治
安
の
良
さ

　
四
つ
目
の
魅
力
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
治
安

の
良
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
国
は
、
法
を
犯
し
た
際
に
高
い
罰
金
を
科
せ

ら
れ
る
他
、
鞭
打
ち
の
刑
と
い
っ
た
厳
し
い
罰
則
が

存
在
す
る
国
と
し
て
も
有
名
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
治

安
が
非
常
に
良
く
、
外
国
企
業
の
駐
在
員
や
そ
の
家

族
に
と
っ
て
快
適
な
生
活
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
、
夜
遅
く
に
仕
事
帰
り
の
女
性
が
一
人
で

歩
い
て
帰
宅
し
て
い
る
光
景
も
目
に
し
ま
す
。

⑤
良
好
な
地
理
的
条
件
と
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ

　
五
つ
目
の
魅
力
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
良
好
な
地

理
条
件
と
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
は
５
百
万
人
余
り
の
為
、

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
自
体
は
非
常
に
小
さ
い
と
言
え
ま

す
が
、
地
理
的
に
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、
人
口
２
億
人
を
超
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
は
じ
め
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
や
、
イ
ン
ド
や

中
国
と
い
っ
た
成
長
を
続
け
て
い
る
国
々
と
距
離
的
に

近
い
こ
と
も
、
こ
の
国
の
優
位
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
資
本
に
よ
る
投
資
を
奨
励
し
て
い
る

政
府
は
、
前
述
し
た
税
制
面
を
中
心
と
す
る
各
種
優

遇
措
置
に
加
え
て
、
イ
ン
フ
ラ
面
の
整
備
に
も
注
力

し
て
い
ま
す
。

　
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

安
定
供
給
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
道
路
や
空
港
・
港

湾
、
物
流
施
設
等
に
つ
い
て
も
、
国
際
的
な
競
争
力

を
高
め
る
べ
く
生
産
性
・
効
率
性
を
考
慮
し
た
整
備

が
な
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
と
し
て
有
名
な
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
航
空
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
中
の
航
空
機
が

24
時
間
体
制
で
離
発
着
を
繰
り
返
し
て
い
な
が
ら

も
、
81
年
の
開
港
以
来
、
国
際
定
期
航
空
操
縦
士
協

会
連
合
会
（
I
F
A
L
P
A
）
よ
り
「
欠
陥
ゼ
ロ
」

の
格
付
け
を
受
け
続
け
て
い
る
他
、
航
空
業
界
の
賞

も
多
数
授
与
さ
れ
る
等
、
安
全
面
で
世
界
で
も
最
高

ク
ラ
ス
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
物
流
施
設
も
十
分
な
処
理
能
力
を

備
え
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
港
湾
施
設
に
つ
い
て
も
、
も
と
も
と
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
る
海
上
交
易
で
栄
え
て
き
た
国
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
ン
テ
ナ
エ
リ
ア
等
を
含
め

て
施
設
が
大
変
充
実
し
て
お
り
、
世
界
を
結
ぶ
ハ
ブ

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
そ
の
他

　
以
上
の
項
目
の
他
に
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
保
有
し
て
い
る
資
産
の
価
格
上
昇
に
よ
り

発
生
す
る
売
買
差
益
（
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
）
が
非

課
税
と
い
う
点
で
す
。
こ
れ
は
、
企
業
の
海
外
進
出

先
の
検
討
に
際
し
、
事
業
再
編
等
で
撤
退
す
る
ケ
ー

ス
ま
で
考
慮
し
た
場
合
、
撤
退
の
際
に
売
却
す
る
資

産
の
売
却
益
が
非
課
税
と
な
っ
て
、
そ
の
分
撤
退
コ

ス
ト
が
少
額
で
済
む
こ
と
は
、
進
出
先
を
選
択
す
る

上
で
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
得
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
も
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
は
最
低
賃
金
を
定
め
た
法
令
が
存
在
し

な
い
為
、
賃
金
の
決
定
は
全
面
的
に
労
使
間
で
の
契

約
に
従
っ
て
お
り
、
使
用
者
側
に
と
っ
て
極
め
て
有

利
な
制
度
設
計
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
魅
力
に
つ
い
て
触
れ

て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
都
市
国
家
で
あ
る
が
故
に

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
さ
い
こ
と
や
、
人
件
費
及
び

不
動
産
賃
貸
料
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も
突
出

し
て
高
い
こ
と
は
考
慮
す
べ
き
点
で
す
。

　
従
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

を
考
え
る
場
合
に
は
、
国
に
よ
る
市
場
の
大
き
さ
、

宗
教
、
地
理
的
要
因
の
違
い
は
も
と
よ
り
、
税
制
や

法
律
、
人
件
費
等
の
各
種
要
因
を
比
較
分
析
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
目
的
と
優
先
順
位
、
そ
の
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
良
く
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
日
本
が
今
後
、
一
層
の
経
済
発
展
を
遂
げ
る
為
に

は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
現
実
を
真
正
面
か

ら
受
け
止
め
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
蓄
積
し
て
き
た

貴
重
な
リ
ソ
ー
ス
を
基
に
、
そ
の
可
能
性
を
活
か
す
こ

と
が
出
来
る
市
場
を
、
国
内
外
を
問
わ
ず
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
為
に
は
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
選
択
肢
を

排
除
せ
ず
、
様
々
な
観
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。（

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　
酒
口
　
昇
）

海外リポート シンガポール駐在員事務所開設とシンガポールでのビジネスの魅力

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所

の
開
設

1

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

2
最
後
に

3

表１　アジアの主要国・地域の対内直接投資
　　　〈国際収支ベース、ネット、フロー〉

表2　シンガポールの人口と外国人数（非永住者）の推移

出所：JETRO

出所：The Singapore Department of Statistics

（単位：百万ドル）

（単位：人、％）

ASEAN5

インド
中国
台湾
日本

タイ
マレーシア
インドネシア
フィリピン
シンガポール

1970年
1980年
1990年
2000年
2011年

2,074,500
2,413,900
3,047,100
4,027,900
5,183,700

28,524

2009年

総人口 うち、非永住外国人 左記、比率

4,976
1,430
4,877
1,963
15,279

35,649
114,215
2,805
11,839

69,078

2010年 伸び率
ASEAN5
内シェア

（2010年）

6,320
9,103
13,304
1,713
38,638

24,640
185,081
2,492

▲1,359

142％
27％
537％
173％
▲13％
153％

▲31％
62％
▲11％
▲111％

100％
9％
13％
19％
2％
56％

60,900
131,800
311,800
754,500
1,394,400

2.9
5.5
10.2
18.7
26.9

福岡銀行シンガポール駐在員事務所が入居するOne George Street
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